
 
 

       移動型ＣＡＶＥとＨｏｌｏ Ｗａｌｌのご紹介 

         半澤 衛 
            クリスティ・デジタル・システムズ日本支社 
 
目的：ＣＡＶＥをより多くの被験者で体験したい、多目的な用途で利用したい、大きなも 
   のを実物サイズで立体視したい等というニーズに応えるためのソリューションとし 
   て「移動型ＣＡＶＥ」と「Ｈｏｌｏ Ｗａｌｌ」をご紹介いたします。 
 
方法：「移動型ＣＡＶＥ」は２つの方法があります。１つは３面ないし４面を個別に製作し 
   それらを組み合わせることでＣＡＶＥ型として使用するシステムです。当該システ 
   ムの特徴は、３面ないし４面を面毎に個別に製作するため使用しない場合、設置場 
   所占有面積を有効活用できること、必要な面数だけで使用できるという臨機応変さ、 
   １面だけでの通常のリアプロジェクターとして利用できる、等が挙げられます。 
   もう１つの方法は、左右スクリーン面のみを稼動型にしＣＡＶＥを以下３つの利用 

形態として活用できる様に設計したものです。 
① 正面、左右面の合計３面をフラットに設置し横長マルチリアプロジェクションと 
して利用する形態 

② 左右面を角度をつけて設置することで「多角形」３面リアプロジェクションとし 
て利用する形態 

③ 左右面を９０度稼動し「ＣＡＶＥ型」として完全没入型で利用する形態 
当該形式のシステムの代表として、米国 Fakespace社の FLEXがあります。 
 
「Ｈｏｌｏ Ｗａｌｌ」はクリスティ・デジタル・システムズ社のオリジナルシス 
テムです。当該システムは、ＣＡＶＥ型の利点とＰｏｗｅｒＷａｌｌ型の利点を 
融合した大型没入型表示システムです。通常のＣＡＶＥはスクリーンサイズが 
２．３ｍから３ｍ四方の「正方形」の３面ないし４面型が標準ですが、このサイズ 
では自動車の様な大きなものをストレスなく実物大で立体視することが難しくなり 
ます。本来ＣＡＶＥは「ＶＲ空間の中に埋没する」、「通常では見えない極小のもの 
や流体等を立体視する」、「人間工学の分野で利用する」ことを目的にしたシステム 
ですので没入を強調するためにもスクリーンサイズは最大でも３ｍ四方が標準とな 
っています。しかし最近では自動車会社を筆頭に５ｍ前後の大きなものを自分の視

点からリアルタイムに実物サイズで立体視したい等という要望が増大しています。 
 



標準ＰｏｗｅｒＷａｌｌ型は複数のプロジェクターを組みあせてスクリーンサイズ 
を大きくすることが可能ですが、当該システムはスクリーン面に表示された物体の 
奥行き感を立体視することは可能ですが、没入感を得たり、スクリーン手前に浮き 
上がらせるという視覚的効果はありません。 
「Ｈｏｌｏ Ｗａｌｌ」はＰｏｗｅｒＷａｌｌ型大型リアスクリーン＋同サイズの 
床面＋側面の３面型にすることでCAVE型とPowerWall型の双方の利点を活かした 
利用を可能にした大型没入型表示システムです。 
 

結果「移動型 CAVE」 
１）面毎に個別に製作し、組み合わせることで CAVEとして利用するシステム 
 （利点） 
・ 設置場所を有効活用できる。 
・ 利用したい面数のみを組み合わせて使うことができる。 
・ １面だけでも通常のリアプロジェクターとして利用することができる。 
（課題） 
・ 「移動型」として使用するため、物理的にスクリーンサイズに限界がある。  
３ｍ四方のリアプロジェクション BOXを製作しても現実的に「移動」させる 
ことは難しい。当該システムの場合、現実的なスクリーンサイズは７０－１０ 
０インチである。 

・ スクリーンサイズが７０－１００インチ/面の場合、被験者が中に入って没入 
  することが難しくなる。結果として「外から覗き込む」形式になる。 
・ 面と面の接合部分の精度を高くすることが難しい。 
同システムの代表例として、中央大学が導入しています。 
 

２）左右面を稼動型にしたシステム 
 （利点） 
・ １つのシステムで３つの利用形態として活用することができる。 
（課題） 
・ リアスクリーン面および稼動型筺体の設計・製造にノウハウが必要。 
・ 利用形態に応じてアプリケーションソフトウェア側でキャリブレーション等 
設定作業が必要になる。 

    同システムは米アイオワ州立大学が採用しています。米軍でも利用例があります。 
 
 
 
 



 
図－１：アイオワ州立大学の稼動型ＣＡＶＥ 
 
 

 
図－２：アイオワ州立大学の稼動型ＣＡＶＥ 

 
図－３：アイオワ州立大学の稼動型ＣＡＶＥ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 



 
図－４：米軍（The Army Research Lab）での稼動型ＣＡＶＥ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「Ｈｏｌｏ Ｗａｌｌ」 

体を自分の視点から立体視することが可能。 
（例：ターンテーブル 

     （

ル数が多くなるため、イメージジェネレータ（ＩＧ）側を吟味する必 

 

インレビュー用に採用し 

 

 

 （利点） 
・ 大きな物

・ 通常のＰｏｗｅｒＷａｌｌでは欠けてしまっていた部分

で車を回転表示させた時に、フロントやリア部分がスクリーンからはみ出し、 
表示できない）が、欠けることなく立体視できる。 
課題） 

・ チャンネ

  要がある。 
・ トラッキングセンサーはワイヤレス方式（超音波式、光学式）が望ましい。

・ 面と面の接合分の設計・製造にノウハウが必要。 
同様のシステムは、独ＢＭＷやＥＤＡＧが自動車のデザ

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図－５：Ｈｏｌｏ Ｗａｌｌ型利用例（イメージ）

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



結論：「移動型ＣＡＶＥ」 
算が少ない、研究が終了した後でも設備を有効活用したい、と 

Ｅを主目的として使用するが、場合によっては複数人数で大型表示装置とし 

 
 「Ｈｏｌｏ Ｗａｌｌ」 

徴である「大きな物体を実物サイズで立体視することが可 

以上 
＊文章中の学校、団体、組織については敬称略とさせていただきました。 

   設置場所がない、予

   いうお客様には「面毎に個別に製作し、組み合わせる CAVE型」が最良のソリュー 
   ションとなります。学術系アプリケーション向けソリューションですが家電メーカ 

―におけるプロダクト・デザイン等のアプリケーションにも活用することが可能で 
す。 
ＣＡＶ

て利用したい、プレゼンテーションや会議等でも利用したいというお客様には「左 
右面を稼動型にしたＣＡＶＥ型」をご推奨いたします。同システムも多目的な利用 
をご希望される学術系ユーザーには非常に魅力的なシステムです。 

 

   当該システムの最大の特

能」な点を最も活用可能なアプリケーションは自動車会社に代表される工業デザイ 
ン分野となります。従来のＰｏｗｅｒＷａｌｌ型の弱点を解決しておりますので 
より有効な活用が可能となります。 
 

 


